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［ 衛星を用いた被災地復興の開ニタM l 
鄭義詰，朴鍾奈東京情報大学｜
｜低解像度衛星｜
司レ
｜時系列植生変動抽出 ｜
2塑毘璽~里竺
2011年3月1日14時46分マグニチュード9.0という非常
に大きな地震が東日本を襲い来曾有の被害をもたされた。こ
の地震により発生した大津波は、東北地方の沿岸域の各市
区町村は広範囲にわたり壊滅的な被害を受けた。
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本研究では長期間にわたる土地の変化及び震災前後の変
化、浸水範囲の把握、より細かい分析として確認する。特に
2011年3.1の大震災の時大きく変化したと考えられるが、
2011年3月14日ALOSで録影した衛星データを利用し、津波
による被災地域の抽出を行う。研究の汎用性を考え、被災前
後の比較による解析ではなく、被災後の1時期データのみを
用いる。解析方法はピクセルベース解析とオブジ工クトベース
I~析を行いそれぞれの精度検証を行う。
可，－翠置霊lilaP"'" ・ALOS 2011年3月14日のデータ（仙台海岸線）を使用
テキスチャデータを用いた判別分析結果では96%以
上の精度で正しく分類された。検証データによる精度
も非常に高L、（82%）ことがわかった。
非被災地の農地、都市減、被災地の農地の特徴が
非常に似ていることがわかる。しかし、似ている割に
は9割以上区別が可能である。また、森林と被災地
森林の特徴が似ているため区別が困難である。農地
（深し、）の方はまた水がj留まっており農地と区別が可
能であるが水域と区別が困難である。
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高解像度衛星（ALOS）データを用いて被災地を抽出し、MODISデータによるNOVIの変化を調べた。被災地における特徴としては、農地
場合2011年は高いNOVIを示しているが2012年は低くなっている。その原因としては、2011年は津波の影響で農地が放置され雑草が生え
いるが2012年は農地の手入れにより雑草が生えていないと考えられる。防風林の場合津波の影響による被害が大きく、2012年の時点でも
修復されていないことがわかる。
高解像度衛星による被災地判定と低解像度衛星による高頻度モニタリングを組み合わせることで効率よく長期モニタリンクが可能になった。
